


BNCT（ホウ素中性子捕捉療法）概要 

陽子加速 

中性子放出 

 がん細胞への効果の大きい中性子を利用した特別な治療方法で、病院設置型
としては世界で初の治療方式。 

 ホウ素を取り込んだ、がん細胞のみが中性子と反応して細胞一つ一つの単位
で破壊される方法。  
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膜貫通ドメイン 

キナーゼ 

遺伝子 Y 

X-Y融合 

肺腺がんの治療標的となりうる複数の新規融合遺伝子の同定 

HE                      Ki-67 

肺特異的に融合遺伝子を発現する 
遺伝子改変マウスの作製 

肺がん治療薬・バイオマーカー開発へ応用 

細胞外ドメイン 

キナーゼ 

2量体化ドメイン 

2量体化ドメイン 

遺伝子 X 

(Kohno et al, Nature Medicine, 2012; Arai et al, submitted) 

遺伝子 頻度 分子標的薬 

EGFR 50% gefitinib, erlotinib 

EML4-ALK 4% crizotinib 

KIF5B-RET 2% vandetanib? 

X-Y 数％ ? 
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Tyrosine 
kinase 

新規融合遺伝子 

KIF5B-RET融合遺伝子 

臨床試験による治療効果の検証 
→個別化医療の拡大 
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